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平素より、スマクラサービスをご利用頂き誠にありがとうございます。

定期バージョンアップを以下の通り実施致しますので、ご連絡申し上げます。

スマクラBDX 定期バージョンアップのお知らせ

１． バージョンアップ作業日

 2025年 10月14日(火) 22:00～ 10月15日(水)  6:00
※サービスの停止を伴うバージョンアップ作業が発生致します。6:00まで作業時間を

         設けておりますが、メンテナンス作業が終了次第ご利用頂けます。
※バージョンアップ作業中は契約企業様・取引先様はスマクラBDXにアクセス不可となります。
※バージョンアップ作業時間中も基幹システムからシステム連携でデータ送信頂けますが、
 取引先様向けにデータセットされるタイミングは作業終了後になります。

２． 今回のバージョンアップ内容
・CSV→PDF帳票変換・連携機能の追加
・集配信状況照会機能の追加
・XMLセルフチェック機能の追加
・画面連携・システム連携における外貨建てデータ対応
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契約企業様の基幹システムから連携されたCSVファイルを自動でPDFの帳票に変換し、
各取引先様に振り分けて連携できる機能です。

CSV→PDF帳票変換・システム連携機能(1/２)
契約企業

※操作する権限によって画面のイメージが異なります。

有料
オプション

弊社

取引先

弊社

契約企業

基幹システム

受信ファイルの確認

CSVファイル

受信通知メール

送信ファイル・処理状況の確認

送信ファイルの取引先への非表示

受信催促メールの送信

受信通知メール・エラー通知メール

スマクラBDX

PDF
ファイル

基幹システムから連携されたCSVファイルは指定さ
れた項目ごとに分割されてPDF変換・連携されます。

受信通知メール・エラー通知メールは受信しないよ
うに設定することも可能です。
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契約企業様の基幹システムから連携されたCSVファイルを自動でPDFの帳票に変換し、
各取引先様に振り分けて連携できる機能です。

CSV→PDF帳票変換・システム連携機能(２/２)
契約企業

※操作する権限によって画面のイメージが異なります。

有料
オプション

処理されたPDFファイルを確認することが可能です。
取引先の受信状況の管理が可能です。

誤送信の際には取引先に対してファイルの非表示も
可能です。

未受信の取引先に関しては、受信催促メールを送信
することが可能です。
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スマクラEDIサービスをご利用中のお客様向けに
契約企業様・取引先様の端末間で行われた通信の状況を照会できる機能です。

集配信状況照会機能
契約企業

※操作する権限によって画面のイメージが異なります。

条件で絞り込んで通信状況を照会することが可能です。

検索結果をCSVファイルに出力することも可能です。

取引先無料
オプション
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スマクラEDIサービスを今後ご利用になるお客様向けに
契約企業向けに送信するXMLファイルが指定のフォーマットと一致しているか確認することができます。

XMLセルフチェック機能(1/2)
契約企業

※操作する権限によって画面のイメージが異なります。

取引先

取引先、XMLセルフチェックファイル種別、ファイル
を選択して「アップロード（F8）」をクリックします。

アップロードしたXMLファイルのチェック結果が一
覧に表示されます。

無料
オプション
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スマクラEDIサービスを今後ご利用になるお客様向けに
契約企業向けに送信するXMLファイルが指定のフォーマットと一致しているか確認することができます。

XMLセルフチェック機能(2/2)
契約企業

※操作する権限によって画面のイメージが異なります。

取引先

エラー内容をCSVファイルに出力することも可能です。

無料
オプション
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画面連携・システム連携でやり取りされるデータに取引通貨の項目が追加され、
外貨建てでのデータ連携が可能になりました。

画面連携・システム連携における外貨建てデータ対応
契約企業

※操作する権限によって画面のイメージが異なります。

取引先

取引通貨の指定方法はシステム連携ではファイル名から指定、
画面連携ではファイル送信時に画面から指定する形になります。
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今後のサービス開発ロードマップ

2025年10月（今回）

CSV→PDF帳票変換・連携機能
集配信状況照会機能

XMLセルフチェック機能
外貨建てデータ対応

5.0 5.1

2025年12月

ココカルテ連携オプション

6.0

2026年4月

多言語対応
管理者権限対応

電子契約署名者変更機能

7.0

2026年度 以降

検討中

現在予定している今後のサービス開発ロードマップになります。

※下記の予定は開発の状況等により変更となる可能性がある旨、ご了承ください。
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